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中
ちゅう

生
せい

代
だい

（2億
おく

5190万
まん

年
ねん

前
まえ

～6600万
まん

年
ねん

前
まえ

）という時
じ

代
だい

に、
さまざまな種

しゅ

があらわれ、栄
さか

えていた恐
きょう

竜
りゅう

。
そのなかには、羽

う

毛
もう

をまとっている「羽
う

毛
もう

恐
きょう

竜
りゅう

」もいました。
羽
う

毛
もう

はさらに進
しん

化
か

して翼
つばさ

となり、空
そら

を飛
と

べるものがあらわれたのです。
その子

し

孫
そん

が、私
わたし

たちのよく知
し

っている鳥
とり

のなかまです。
中
ちゅう

生
せい

代
だい

、恐
きょう

竜
りゅう

と鳥
とり

は、いっしょにくらしていました。

ミクロラプトル

コンフキウソルニス

ジンフェンゴプテリクス

ユウティランヌス

エナンティオルニス類
るい

鳥
ちょう

脚
きゃく

類
るい

の群
む

れ

4 5
4 5



死
し

のポーズ
頭
あたま

と尾
お

をそらせたすがたで化
か

石
せき

になること
があります。このすがたは「デスポーズ（死

し

の
ポーズ）」とよばれます。
死
し

んだ後
あと

、水
みず

の中
なか

に入
はい

ると、首
くび

をささえてい
た首
くび

の筋
きん

肉
にく

がちぢむため、このようなポーズ
になるのではないか、などと考

かんが

えられていま
す。さまざまに研

けん

究
きゅう

されていますが、はっきりと
はわかっていません。

◀シノサウロプテリクスの化
か

石
せき

。全
ぜん

身
しん

が、うきぼり
のように化

か

石
せき

にのこっていました。首
くび

から背
せ

中
なか

に
かけての色

いろ

のこい部
ぶ

分
ぶん

が、羽
う

毛
もう

のあとです。

▲シノサウロプテリクスの化
か

石
せき

の首
くび

の部
ぶ

分
ぶん

を拡
かく

大
だい

したところ。
羽
う

毛
もう

はかんたんなつくりをしていることがわかります。

◀このシノサウロプテリクス
は、火

か

山
ざん

灰
ばい

がかたまった岩
いわ

の
中
なか

から発
はっ

見
けん

されました。死
し

ん
だとき、細

こま

かな火
か

山
ざん

灰
ばい

につつ
まれたおかげで、羽

う

毛
もう

までき
れいなまま、化

か

石
せき

になったと
考
かんが

えられています。

▲シノサウロプテリクスの骨
こっ

格
かく

。

▲オルニトミムスのデスポーズの化
か

石
せき

。

▶左
ひだり

ページの化
か

石
せき

から復
ふく

元
げん

した、シノ
サウロプテリクスの想

そう

像
ぞう

図
ず

。原
げん

始
し

的
てき

な
特
とく

ちょうをもつ獣
じゅう

脚
きゃく

類
るい

コンプソグナ
トゥスに近

ちか

いなかまで、鳥
とり

とは分
ぶん

類
るい

上
じょう

はなれています。この化
か

石
せき

は子
こ

ど
ものものだったと考

かんが

えられています。

恐
きょう

竜
りゅう

に羽
う

毛
もう

があるとわかったのは、１996年
ねん

のことでした。中
ちゅう

国
ごく

で獣
じゅう

脚
きゃく

類
るい

シノサウロプテリクスが発
はっ

見
けん

されたのです。シノサウロプテリクスの
化
か

石
せき

には、頭
あたま

から背
せ

中
なか

、尾
お

にかけて羽
う

毛
もう

のあとがのこっていまし
た。その羽

う

毛
もう

は、現
げん

在
ざい

の鳥
とり

の羽
う

毛
もう

（→42ページ）のように複
ふく

雑
ざつ

な形
かたち

ではなく、単
たん

純
じゅん

な形
かたち

をしていました。
　シノサウロプテリクスが発

はっ

見
けん

されるまで、羽
う

毛
もう

は鳥
とり

だ
けがもっているものと考

かんが

えられていましたが、その考
かんが

えは大
おお

きく変
か

わることとなりました。骨
ほね

の形
かたち

から
鳥
とり

と恐
きょう

竜
りゅう

は同
おな

じなかまではないかと考
かんが

える
研
けん

究
きゅう

者
しゃ

はいましたが、その考
かんが

えを証
しょう

明
めい

す
る後

あと

おしとなったのです。

学
がく

名
めい

の意
い

味
み

：翼
つばさ

をもつ中
ちゅう

国
ごく

のとかげ

別
べつ

名
めい

：中
ちゅう

華
か

竜
りゅう

鳥
ちょう

時
じ

代
だい

：白
はく

亜
あ

紀
き

前
ぜん

期
き

発
はっ

見
けん

された場
ば

所
しょ

：中
ちゅう

国
ごく

全
ぜん

長
ちょう

：約
やく

1.1メートル

シノサウロプテ
リクス

10 11
10 11



羽
う

毛
もう

は、鳥
とり

のからだを守
まも

るだけでなく、卵
たまご

やひなも守
まも

ります。鳥
とり

は巣
す

で卵
たまご

をあたためて
かえし、かえったばかりのひなも親

おや

鳥
どり

があたた
めます。羽

う

毛
もう

をしきつめた巣
す

をつくる鳥
とり

も多
おお

く、
やわらかくあたたかな羽

う

毛
もう

のおかげで、卵
たまご

や
ひなが冷

ひ

えにくくなります。日
ひ

差
ざ

しの強
つよ

い場
ば

所
しょ

では、親
おや

鳥
どり

が翼
つばさ

などで日
ひ

かげをつくります。

▲からだの下
した

にひなを集
あつ

めて、強
つよ

い日
ひ

差
ざ

しから守
まも

るダチョウのオス。

巣
す

におおいかぶさったようなすがたの恐
きょう

竜
りゅう

の化
か

石
せき

が、
モンゴルで発

はっ

見
けん

されました。シティパティという恐
きょう

竜
りゅう

で
す。巣

す

にすわって、前
まえ

あしで卵
たまご

を守
まも

っているようです。卵
たまご

を
だいているときに砂

すな

あらしにおそわれて、そのままうまって
化
か

石
せき

になったのだと研
けん

究
きゅう

者
しゃ

は考
かんが

えました。卵
たまご

をだくこの
シティパティは、オスだったようです。
　シティパティの羽

う

毛
もう

は見
み

つかっていませんが、カウディ
プテリクスと近

ちか

いなかまなので、羽
う

毛
もう

恐
きょう

竜
りゅう

だったと考
かんが

え
られています。

▲巣
す

にすわるシティパティの全
ぜん

身
しん

骨
こっ

格
かく

。

▼卵
たまご

をあたためるススイロアホウドリ。

▼羽
う

毛
もう

をしきつめた巣
す

で卵
たまご

をあたためるオシドリのメス。親
おや

鳥
どり

が、自
じ

分
ぶん

の胸
むね

などに生
は

えるふわふわの綿
めん

羽
う

をぬいてしきつめたものです。

▲ひなを守
まも

るフエコチドリ。

学
がく

名
めい

の意
い

味
み

：チベット仏
ぶっ

教
きょう

の神
かみ

の名
な

前
まえ

時
じ

代
だい

：白
はく

亜
あ

紀
き

後
こう

期
き

発
はっ

見
けん

された場
ば

所
しょ

：モンゴル

全
ぜん

長
ちょう

：約
やく

2.9メートル

シティパティ

32 33
32 33



飛
と

ぶ翼
つばさ

への進
しん

化
か

とともに、か
らだの骨

ほね

や筋
きん

肉
にく

などにもさまざ
まな変

へん

化
か

があらわれました。羽
う

毛
もう

恐
きょう

竜
りゅう

のからだは、飛
ひ

行
こう

に特
とっ

化
か

した進
しん

化
か

をへて、鳥
とり

とよばれ
る生

せい

物
ぶつ

になったのです。

▲ツグミの筋
きん

肉
にく

。

▲飛
と

ぶツグミと骨
こっ

格
かく

。

竜
りゅう

骨
こつ

突
とっ

起
き

足
そく

根
こん

中
ちゅう

足
そく

骨
こつ

上
じょう

腕
わん

骨
こつ

骨
こつ

盤
ばん

尾
び

端
たん

骨
こつ

叉
さ

骨
こつ

▲ジンフェンゴプテリクスの骨
こっ

格
かく

。

歯
は

がある口
くち

上
じょう

腕
わん

骨
こつ 骨

こつ

盤
ばん

尾
び

椎
つい

叉
さ

骨
こつ

上

鳥
とり

は、翼
つばさ

を打
う

ち下
お

ろす大
だい

胸
きょう

筋
きん

と、
ふり上

あ

げる小
しょう

胸
きょう

筋
きん

を使
つか

って羽
は

ばたきます。

尾
お

恐
きょう

竜
りゅう

の尾
お

は長
なが

く、後
うし

ろあしを中
ちゅう

心
しん

に、から
だとのバランスをとる
役
やく

割
わり

があります。

くっつく骨
ほね

鳥
とり

の骨
ほね

には、もともとはなれていた
骨
ほね

と骨
ほね

が「癒
ゆ

合
ごう

」した（くっついた）部
ぶ

分
ぶん

があります。はなれていた関
かん

節
せつ

に癒
ゆ

合
ごう

部
ぶ

分
ぶん

が増
ふ

えると、骨
ほね

ががんじょうに
なります。また、骨

ほね

の量
りょう

が少
すく

なくなり、骨
ほね

を動
うご

かすための筋
きん

肉
にく

も減
へ

るので、から
だが軽

かる

くなります。癒
ゆ

合
ごう

も、飛
ひ

行
こう

に有
ゆう

利
り

な進
しん

化
か

です。
　たとえば、鳥

とり

の骨
こつ

盤
ばん

は背
せ

骨
ぼね

と癒
ゆ

合
ごう

し
ていますし、翼

つばさ

には癒
ゆ

合
ごう

した指
ゆび

のあと
がのこっています。また、あしの指

ゆび

のつ
け根

ね

の足
そく

根
こん

中
ちゅう

足
そく

骨
こつ

は１本
ぽん

に見
み

えます
が、祖

そ

先
せん

の恐
きょう

竜
りゅう

の「中
ちゅう

足
そく

骨
こつ

」を見
み

ると、
もとは複

ふく

数
すう

の骨
ほね

だったとわかります。尾
お

の先
さき

も癒
ゆ

合
ごう

して、短
みじか

い「尾
び

端
たん

骨
こつ

」という
骨
ほね

になっています。

羽
は

ばたく筋
きん

肉
にく

鳥
とり

の前
まえ

あしには、それほど筋
きん

肉
にく

はついていませ
ん。そのかわり、胸

むね

の筋
きん

肉
にく

「胸
きょう

筋
きん

」がとても大
おお

きい
のがわかります。この胸

きょう

筋
きん

をささえるのが、胸
むね

に大
おお

きく張
は

りだした骨
ほね

「竜
りゅう

骨
こつ

突
とっ

起
き

」で、竜
りゅう

骨
こつ

突
とっ

起
き

がある
ことが、強

つよ

く羽
は

ばたいて飛
ひ

行
こう

した証
しょう

拠
こ

といえます。

中
ちゅう

足
そく

骨
こつ

▲ティラノサウルスの中
ちゅう

央
おう

の３本
ぼん

の中
ちゅう

足
そく

骨
こつ

を見
み

ると、両
りょう

側
がわ

の骨
ほね

がまん中
なか

の
骨
ほね

をはさみこむような形
かたち

です。走
はし

るとき
にからだをささえるつくりです。▲鳥

ほね

の骨
こつ

盤
ばん

を上
うえ

から見
み

たところ。

◀鳥
とり

の前
まえ

あしの指
ゆび

（左
ひだり

）と
獣
じゅう

脚
きゃく

類
るい

の前
まえ

あしの指
ゆび

（右
みぎ

）。
鳥
とり

の指
ゆび

は、骨
ほね

が癒
ゆ

合
ごう

しています。

親
おや

指
ゆび

中
なか

指
ゆび

中
なか

指
ゆび

人
ひと

差
さし

指
ゆび 人

ひと

差
さし

指
ゆび

指指

親
おや

指
ゆび

指

大
だい

胸
きょう

筋
きん

小
しょう

胸
きょう

筋
きん

小
しょう

胸
きょう

筋
きん

大
だい

胸
きょう

筋
きん

が収
しゅう

縮
しゅく

すると翼
つばさ

が下
さ

がる。

小
しょう

胸
きょう

筋
きん

が収
しゅう

縮
しゅく

すると翼
つばさ

が上
あ

がる。

小

大
だい

胸
きょう

筋
きん

指
ゆび

が分
わ

かれている前
まえ

あし
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羽
う

毛
もう

恐
きょう

竜
りゅう

シノサウロプテリクスが記
き

載
さい

されたのが1996年
ねん

。
始
し

祖
そ

鳥
ちょう

が発
はっ

表
ぴょう

されてから135年
ねん

後
ご

のことでした。それからつぎつぎと恐
きょう

竜
りゅう

と鳥
とり

の
関
かん

係
けい

をしめす発
はっ

見
けん

がなされ、恐
きょう

竜
りゅう

から鳥
とり

への進
しん

化
か

が、少
すこ

しずつわかってきています。

最
さい

初
しょ

の「恐
きょう

竜
りゅう

」メガロサウルスの発
はっ

表
ぴょう

まだ「恐
きょう

竜
りゅう

」という名
な

前
まえ

がなく、巨
きょ

大
だい

な爬
は

虫
ちゅう

類
るい

として
発
はっ

表
ぴょう

されました。つぎの年
とし

に、イグアノドンの歯
は

も記
き

載
さい

されました。

「恐
きょう

竜
りゅう

」というグループの誕
たん

生
じょう

巨
きょ

大
だい

な爬
は

虫
ちゅう

類
るい

化
か

石
せき

の発
はっ

見
けん

がつづき、イギリスの
古
こ

生
せい

物
ぶつ

学
がく

者
しゃ

リチャード・オーウェンは、「恐
きょう

竜
りゅう

」と
いう新

あたら

しい分
ぶん

類
るい

群
ぐん

を用
もち

いようととなえました。

発
はっ

掘
くつ

戦
せん

争
そう

勃
ぼっ

発
ぱつ

北
きた

アメリカで、オスニエル・マーシュと
エドワード・コープのライバルが、争

あらそ

っ
て化

か

石
せき

を発
はっ

掘
くつ

しました。2
ふたり

人で130種
しゅ

もの恐
きょう

竜
りゅう

化
か

石
せき

を発
はっ

見
けん

しました。

始
し

祖
そ

鳥
ちょう

の記
き

載
さい

鳥
とり

と恐
きょう

竜
りゅう

の中
ちゅう

間
かん

のような特
とく

ちょ
うをもったアーケオプテリクス
（→48ページ）が発

はっ

表
ぴょう

されま
した。鳥

とり

は恐
きょう

竜
りゅう

から進
しん

化
か

した
という考

かんが

えが生
う

まれました。

羽
う

毛
もう

恐
きょう

竜
りゅう

発
はっ

見
けん

羽
う

毛
もう

のあとがのこる、シノサウ
ロプテリクス（→10ページ）
の化

か

石
せき

が発
はっ

表
ぴょう

されました。

恐
きょう

竜
りゅう

は活
かっ

発
ぱつ

に動
うご

く
アメリカのジョン・オストロム博

はかせ

士が、デイ
ノニクスは活

かっ

発
ぱつ

な恐
きょう

竜
りゅう

であると発
はっ

表
ぴょう

しま
した。それまでのゆっくり動

うご

く恐
きょう

竜
りゅう

のイメー
ジが変

か

わりました。またオストロム博
はかせ

士
は、鳥

とり

と獣
じゅう

脚
きゃく

類
るい

をくらべて、1973年
ねん

に鳥
とり

は恐
きょう

竜
りゅう

の子
し

孫
そん

だと発
はっ

表
ぴょう

しています。

ウネンラギア
前
まえ

あしが上
じょう

下
げ

に動
うご

かせるつくりに
なっていました（→41ページ）。

巣
す

で卵
たまご

をだく化
か

石
せき

発
はっ

見
けん

巣
す

で卵
たまご

を守
まも

る、鳥
とり

のようなすがた
の恐

きょう

竜
りゅう

化
か

石
せき

が見
み

つかりました。
2001年

ねん

に記
き

載
さい

されたシティパティ
（→33ページ）です。

カウディプテリクス
尾
お

に羽
う

毛
もう

のあとが、のこって
いました（→29ページ）。

ベイピアオサウルス
当
とう

時
じ

、最
さい

大
だい

の羽
う

毛
もう

恐
きょう

竜
りゅう

の発
はっ

見
けん

でした。
テリジノサウルスのなかまです（→19ページ）。

チャールズ・ダーウィン『種
しゅ

の起
き

源
げん

』出
しゅっ

版
ぱん

アーケオプテリクス

ベイピアオサウルス

デイノニクス

ウネンラギア

シティパティ

シノサウロプテリクス

ティアニュロング
原
げん

始
し

的
てき

な特
とく

ちょうをもつ鳥
ちょう

盤
ばん

類
るい

の
ティアニュロング（→22ページ）から、
とげのような毛

け

が見
み

つかりました。

アンキオルニスの羽
う

毛
もう

の色
いろ

がわかった
化
か

石
せき

にメラノソームという色
しき

素
そ

と似
に

たあとが見
み

つかり、羽
う

毛
もう

の色
いろ

の研
けん

究
きゅう

が進
すす

みました。この研
けん

究
きゅう

からアンキオルニス
（→20ページ）の全

ぜん

身
しん

の羽
う

毛
もう

の色
いろ

がわかりました。

コンカヴェナトル
アロサウルスのなかまのコンカヴェナトル（→18ページ）
から、羽

う

毛
もう

が生
は

える構
こう

造
ぞう

が見
み

つかったと発
はっ

表
ぴょう

されました。

プシッタコサウルスに羽
う

毛
もう

？
獣
じゅう

脚
きゃく

類
るい

からだけ見
み

つかっていた
羽
う

毛
もう

が、鳥
ちょう

盤
ばん

類
るい

のプシッタコサウ
ルス（→22ページ）にもあったこ
とがわかりました。

ディロング
ディロングに羽

う

毛
もう

のあとが見
み

つか
りました。原

げん

始
し

的
てき

な段
だん

階
かい

のティラノ
サウルスのなかまだったので、ティ
ラノサウルスのなかまに羽

う

毛
もう

が
あった可

か

能
のう

性
せい

が出
で

てきました。

ミクロラプトル
後
うし

ろあしにも翼
つばさ

のあとがのこる
ミクロラプトル（→38ページ）
が発

はっ

表
ぴょう

されました。

ユウティランヌス
ティラノサウルスに近

ちか

いなかまのユ
ウティランヌス（→16ページ）に、羽

う

毛
もう

が見
み

つかったと発
はっ

表
ぴょう

されました。

オルニトミムスに羽
う

毛
もう

が見
み

つかった
1890年

ねん

記
き

載
さい

のオルニトミムス（→14ページ）
から、羽

う

毛
もう

が見
み

つかりました。北
きた

アメリカ大
たい

陸
りく

初
はつ

の羽
う

毛
もう

恐
きょう

竜
りゅう

の発
はっ

見
けん

です。

クリンダドロメウス
原
げん

始
し

的
てき

な段
だん

階
かい

の鳥
ちょう

盤
ばん

類
るい

クリンダ
ドロメウス（→23ページ）から、
羽
う

毛
もう

が見
み

つかりました。鳥
ちょう

盤
ばん

類
るい

か
ら、全

ぜん

身
しん

に羽
う

毛
もう

がある恐
きょう

竜
りゅう

が発
はっ

見
けん

されたのは、はじめてでした。

イー
コウモリのような皮

ひ

膜
まく

の翼
つばさ

を
もっていました（→54ページ）。

ツァイホン
ツァイホン（→21ページ）は、光

ひかり

の加
か

減
げん

で色
いろ

が変
か

わる「構
こう

造
ぞう

色
しょく

」
の羽

う

毛
もう

をもつと発
はっ

表
ぴょう

されました。

フクイプテリクスの記
き

載
さい

日
に

本
ほん

の福
ふく

井
い

県
けん

勝
かつ

山
やま

市
し

で見
み

つかった、
白
はく

亜
あ

紀
き

前
ぜん

期
き

の鳥
ちょう

類
るい

の化
か

石
せき

です。癒
ゆ

合
ごう

（→45ページ）した尾
び

端
たん

骨
こつ

があり、鳥
とり

らしい特
とく

ちょうをもつものの、羽
う

毛
もう

恐
きょう

竜
りゅう

らしい特
とく

ちょうものこしていました。

ディロング

イー

フクイプテリクス

ツァイホン

ティアニュロング

クリンダドロメウス

コンカヴェナトル

ユウティランヌス

プシッタコサウルス

学
がく

名
めい

をつける「記
き

載
さい

論
ろん

文
ぶん

」
地
ち

球
きゅう

にはたくさんの生
い

きものがくらして、すべてに学
がく

名
めい

がつけられています。生
い

きものが
新
あらた

たに発
はっ

見
けん

された場
ば

合
あい

は、それが新
しん

種
しゅ

かどうか研
けん

究
きゅう

して、その成
せい

果
か

を報
ほう

告
こく

します。そこで
学
がく

名
めい

をつけて、学
がく

術
じゅつ

誌
し

に論
ろん

文
ぶん

を発
はっ

表
ぴょう

します。この論
ろん

文
ぶん

を記
き

載
さい

論
ろん

文
ぶん

といいます。

羽
う

毛
もう

恐
きょう

竜
りゅう

で見
み

る恐
きょう

竜
りゅう

研
けん

究
きゅう 最

さい

初
しょ

の恐
きょう

竜
りゅう

の発
はっ

見
けん

からほぼ200年
ねん

。
いろいろなことが
わかってきましたね。
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